
める。 

川崎市中原

区市民提案

型協働事業

審査委員会 

中原区の課題の解決に資す

る事業を提案する団体と当

該区が協働して実施する事

業の選定及び評価に関して

調査審議すること。 

５人

以内 

⑴ 学識経験者 

⑵ 関係団体の

役職員 

⑶ 市職員 

２年 

   別表第１川崎市麻生区市民提案型協働事業審査委員会の項を次のように改

める。 

川崎市麻生

区市民提案

型協働事業

審査委員会 

麻生区の課題の解決に資す

る事業を提案する団体と当

該区が協働して実施する事

業の選定及び評価に関して

調査審議すること。 

５人

以内 

⑴ 学識経験者 

⑵ 関係団体の

役職員 

⑶ 市職員 

２年 

 

 

参考資料 

 

制 定 要 旨 

 

川崎市区民会議条例を廃止するため、この条例を制定するものである。 

議案第   号 

 

川崎市住居表示に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 

川崎市住居表示に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

 

令和元年 ６ 月１０日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

   川崎市住居表示に関する条例の一部を改正する条例   

 川崎市住居表示に関する条例（昭和３８年川崎市条例第４１号）の一部を次

のように改正する。 

 第６条を第８条とし、第５条の次に次の２条を加える。 

（住居表示台帳等の閲覧又は写しの交付） 

第６条 市長は、請求があったときは、次に掲げる書類（以下「住居表示台帳

等」という。）を閲覧に供し、又は写しを交付するものとする。 

 ⑴ 法第９条第１項に規定する住居表示台帳（以下「住居表示台帳」という。） 

 ⑵ 第３条第１項の規定による届出書及び同条第２項の規定による申出書（以

下「届出書等」という。） 

 ⑶ 第３条第１項の規定による届出及び同条第２項の規定による申出に係る

事項を記録した帳簿（以下「受付簿」という。） 

２ 前項の場合において、市長は、請求に係る住居表示台帳等の一部に川崎市

情報公開条例（平成１３年川崎市条例第１号）第８条に規定する不開示情報

が記録されている部分があるときは、当該部分を除いた部分につき閲覧に供

し、又は写しを交付するものとする。 

議案第８０号



（手数料） 

第７条 市長は、前条の規定に基づき住居表示台帳等を閲覧に供し、又は写し

を交付する場合は、次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ当該各号に定め

る額の手数料を徴収する。 

 ⑴ 住居表示台帳 １街区につき ３５０円 

 ⑵ 届出書等 届出又は申出１件につき ３００円 

 ⑶ 受付簿 届出又は申出１件につき ３０円 

２ 前項の手数料は、請求の際、請求者から徴収する。 

３ 次の各号のいずれかに該当するときは、第１項の手数料を減額し、又は免

除することができる。 

 ⑴ 官公署からの請求によるとき。 

 ⑵ その他市長が減額又は免除を適当と認めるとき。 

４ 既納の手数料は、還付しない。 

   附 則 

 この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

 

 

参考資料 

 

   制 定 要 旨 

 

 住居表示台帳等の閲覧及び写しの交付に係る手続を定め、並びに当該手続に

係る手数料を新設するため、この条例を制定するものである。 


